
19 広報なかがわ　平成23年４月10日 18広報なかがわ　平成23年４月10日

ト
ラ
ク
タ
ー
唸
り
を
立
て
て
春
田
打
つ 

松　

野　
　
　
　

青
木　

俊
蓉

春
雨
に
洗
は
れ
て
木
々
目
醒
め
け
り 

小　

砂　
　
　
　

藤
田　

マ
ス

熱
燗
や
大
き
く
動
く
喉
仏 

馬　

頭　
　
　
　

塚
原　
　

廣

春
告
鳥
枝
も
と
び
き
り
陽
を
受
け
て 

久
那
瀬　
　
　
　

堀
江　

直
子

鬼

の
芽
の
馳
走
な
り
峠
茶
屋 

三　

輪　
　
　
　

永
森　

悦
子

何
も
か
も
隠
し
て
し
ま
へ
春
の
雪 

小　

川　
　
　
　

金
井　

和
子

孫
の
帰
り
来
る
刻
待
ち
て
立
つ
庭
の
梅
花
盛
り
の
匂
ひ
を
放
つ

 

盛　

泉　
　
　
　

岡　

イ
チ
エ

爆
発
の
兆
し
を
秘
め
て
雑
木
々
の
梢
ほ
の
か
な
色
に
鎮
も
る

 

和　

見　
　
　
　

藤
田　

和
夫

夫
と
吾
の
安
否
氣
遣
ふ
子
の
メ
ー
ル
に
「
元
気
、
生
き
て
る
」
と
孫
う
ち
返
す

 

馬　

頭　
　
　
　

藤
田　

文
代

雨
の
日
も
良
き
か
な
工
事
は
休
み
に
て
何
処
の
道
も
ス
イ
ス
イ
走
る

 

三　

輪　
　
　
　

石
沢
千
代
子

倹
約
を
心
が
け
れ
ば
見
え
て
来
ぬ
今
ま
で
無
駄
に
し
て
ゐ
し
も
の
が

 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

一
瞬
に
町
が
消
え
た
る
大
災
害
召
さ
れ
し
い
の
ち
に
手
を
合
わ
せ
を
り

 

小　

川　
　
　
　

吾
妻　

洋
子

※

先
月
号
の
短
歌
の
掲
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

謹
ん
で
お
詫
び
の
上
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

平
安
の
雅
び
ほ
の
か
に
薄
布
を
ほ
ど
け
ば
女
び
な
男
び
な
の
笑
ま
い

 

吉　

田　
　
　
　

塚
原　

タ
イ

習
わ
し
も
次
第
に
変
わ
る
世
の
流
れ 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

友
子

陽
の
匂
い
た
っ
ぷ
り
吸
っ
た
床
の
夢 

大
山
田
下
郷　
　

佐
藤　

有
紀

葱
味
噌
で
空
っ
ぽ
に
し
た
炊
飯
器 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

郷
に
入
り
郷
の
流
れ
に
逆
ら
わ
ず 

小　

川　
　
　
　

平
澤　

照
雄

握
る
手
が
平
行
線
を
交
じ
合
わ
せ 

薬　

利　
　
　
　

大
嶹　

克
明

や
る
だ
け
は
や
っ
た
と
笑
顔
子
の
入
試 

小　

砂　
　
　
　

笹
沼　

季
子

那珂川町
図書館

『
本
日
は
大
安
な
り
』

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

辻
村
深
月
／
著
（
角
川
書
店
）

　
一
世
一
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の
た
く
ら
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を
胸
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秘
め
る
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人
双
子
姉
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ー
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ー
新
婦
に
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り
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な
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母
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て
働
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て
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話
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に
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働
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め
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で
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画
教
室
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を
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、
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を
し
て
い
る
紗
月
。
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落
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落
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た
地
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で
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ま
れ
た
、
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し
の

赤
ち
ゃ
ん
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し
の
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、
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か
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を
食
べ
て
、
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ま
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。
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は
人
間
の
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に
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り
上
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ら
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、
植
木
鉢
の
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の
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入
れ
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た
こ
と

か
ら
、
あ
ち
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ち
居
場
所
を
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し
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に
出
て･･･

。
む
し
の
旅
を
見
な
が
ら
、
地
面

の
中
の
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き
物
が
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
る
の
か
、一緒
に
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
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２
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／
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　JFC Rivoスポーツ少年団は、
前身の小川ジュニアサッカー
クラブが昭和61年に設立し、
今年で25年目になります。
　チーム名の「Ｒｉｖｏ（リー
ヴォ）」は、イタリア語で「小
川」を意味します。合併により
小川町の名称がなくなり、小川
の名を残しつつ新しい出発を
するためにスタッフが考えて
くれました。
　小川地区とその近隣の小学
生を対象に、現在は50名近い選手が在籍しています。
　週２回の練習の他、練習試合やカップ戦、県大会な
ど、過密なスケジュールの中、選手個人の頑張りは勿
論のこと、熱血指導者・保護者の強力なサポートを得
て活動出来ています。
　近年は平成18年と22年の県大会優勝、平成20年の

の県大会ベスト８など、県内で
も指折りの好チームに成長し
てきました。
　また、同じく町内で活動する
「ＦＣアラノ」とは、期間限定
チ ー ム「那 珂 川ＦＣア ラ ー
ヴォ」を結成し、大会に参加す
るなど、チーム間交流も行って
います。
　栃木ＳＣの活動など、サッ
カーへの注目度が高まってき
ています。サッカーを頑張って

きた「キャプテン翼世代」のお父さん方、お子さんと
一緒にサッカーの楽しさを感じてみませんか。
　見学・参加希望の方は、
☎０２８７－９６－２３７０（代表：佐藤康隆）
または☎０２８７－９６－２１１６（生涯学習課）
までご連絡ください。

　平成23年２月10日に那珂川地域担い手育成総合支援協議会（事務局：那珂川町農林振興課農政係☎９２－
１１１３）が農地の貸し借りなどの仲介を行う農地利用集積円滑化団体になりました。
　農地利用集積円滑化事業とは、この農地利用集積円滑化団体が農地の貸付等の仲介を行い、地域の担い手に
面的集積することで、効率的な農地利用を目的とした事業です。

◆農地所有者代理事業
　農地利用集積円滑化団体が農用地の所有者から委任を受けて、代理で当該農用地の貸付等を行う事業です。

①農地の所有者が農地利用集積円滑化団体に耕作の引き受け手探しを委任します。
②町、農業委員会、地域の担い手と協議・調整し「受け手」を選定します。
③「受け手」が決まったら「出し手」と賃貸借契約を結びます。（利用権設定）

※戸別所得補償制度における規模拡大加算を受ける場合には、農地利用集積円滑化団体による手続きが必要と
なります。
詳しくは、那珂川町農林振興課農政係　☎９２－１１１３

農地利用集積円滑化事業がスタートします…

具体的に行う事業は…

③利用権設定

①委任契約 ②協議・調整農地の
所有者
(出し手)

農地利用
集積円滑化
団体

地域農業
の担い手
(受け手)

シリーズ『スポ少』紹介①

JFC Rivo スポーツ少年団


